
第 69 回 ニューロ・オンコロジィの会 

 

当番世話人    自治医科大学とちぎ子ども医療センター 小児脳神経外科 

三輪 点 

代表世話人    神戸大学 未来医工学研究開発センター/      

大学院医学研究科 医療創成工学専攻   村垣 善浩 

 

記 

 

主   題 1） 『小児・AYA 世代における脳脊髄腫瘍の診断と治療』 

     2） 『脳腫瘍における新規治療、取り組み、光線力学療法』 

 3） 『一般演題、診断・治療に苦慮した症例、その他』 

 

日 時  ： 2026 年 7 月 25日（土） 14：00‐17:30 

場 所  ： 東京女子医科大学・早稲田大学連携先端生命医科学研究教育施設（TWIns）  

〔注意〕現地開催のみで、Web での配信はありません。 

住 所  ： 東京都新宿区若松町 2-2 

当日連絡先 ： 東京女子医科大学 03-3353-8111（代表） 

 

プログラム 
 

第Ⅰ部  小児・AYA 世代における脳脊髄腫瘍の診断と治療        14:00～14:25 

座 長  髙見 浩数 先生 （東京大学 脳神経外科） 
 

Ⅰ-1. 『AYA世代に発生した中脳被蓋部腫瘍の1例』  

川又 吾朗 先生 （東京医科大学 脳脊髄腫瘍科）                                 （発表6分、討論2分）  

 

Ⅰ-2. 『両下肢麻痺を契機に発見された脊髄髄内および鞍上部・延髄に併発したGerminomaの一例』 （発表6分、討論2分） 

       藤原 香子 先生 （慶應義塾大学 脳神経外科） 

     

Ⅰ-3. 『Neoadjuvant chemotherapyにて治療を行った松果体部絨毛癌の2例』 （発表6分、討論2分） 

    宮内 翼先生 （自治医科大学 脳神経外科） 

     

     

     

共催セミナー：Meiji Seika ファルマ株式会社 

特別講演Ⅰ  14：25～15：10 座 長  三輪 点 先生 （自治医科大とちぎ子ども医療センター 小児脳神経外科） 

『脳腫瘍の起源を読み解く 神経系細胞の運命と腫瘍化』 

国立がん研究センター研究所 脳腫瘍連携研究分野 分野長     鈴木 啓道 先生 

 

= Break Time = 10 分 

 

第Ⅱ部  脳腫瘍における新規治療、取り組み、光線力学療法他     15：20～15：55 

座 長  北村 洋平 先生 （慶應義塾大学 脳神経外科） 
                                               

Ⅱ-1. 当院における膠芽腫治療においてBCNU wafer投与による治療成績：PFSおよびOSによる後方視的検討』 （発表6分、討論2分） 

   小河原 昇 先生 （自治医科大学 脳神経外科） 

 



【お知らせ】 
 

⚫ 参加費として、3,000 円を申し受けます。 

⚫ 右の二次元コードより、事前にクレジット決済をお願いします。 

当日の、お手続きも可能です（１８時まで）。 

 

⚫ ご参加の先生方は、日本脳神経外科学会生涯教育研修会単位（脳腫瘍： 1 単

位）を取得できます。 

⚫ 本会におきましては、規則により旅費の負担ができませんことをご了承下さい。 

 
 

 

Ⅱ-2. 『上小脳脚病変に対する手術戦略：subtemporal transtentorial approachの有用性』 （発表6分、討論2分） 

   今井 亮太郎 先生 （国際医療福祉大学市川総合病院 脳神経外科） 

 

Ⅱ-3. 『悩ましきmolecular GBMの3例』 （発表6分、討論2分） 

  立石 健祐 先生 （横浜市立大学脳神経外科） 

 

Ⅱ-4. 『Same-Day Discharge After Brain Tumor Surgery: Outcomes from a Spanish Tertiary Care Center』 （発表6分、討論2分） 

  Cristina Ángela Peláez Sánchez先生 （Marqués de Valdecilla University Hospital in Santander, Spain・東京大学 脳神経外科） 

 

 

 

共催セミナー：Meiji Seika ファルマ株式会社 

特別講演Ⅱ  15：55～16：40  座 長 三輪 点 先生 （自治医科大とちぎ子ども医療センター 小児脳神経外科） 

『脳腫瘍診療における臨床てんかん学』 

自治医科大学 脳神経外科      教授 國井 尚人 先生 
 

 

= Break Time = 10 分 
 

第Ⅲ部  一般演題、診断・治療に苦慮した症例、その他                 16：50～17：30 

座 長  黒田 林太郎 先生 （自治医科大学 脳神経外科） 
                                                      

Ⅲ-1. 『分子解析により診断の再検討を要した高齢発症神経膠腫の一例』 （発表6分、討論2分） 

     古屋 春菜 先生 （杏林大学 脳神経外科） 

 

Ⅲ-2. 『cortical fibrous dysplasiaと類似した偽腫瘍病変の一例』                              （発表6分、討論2分） 

    小関 宏和 先生 （東京慈恵会医科大学 脳神経外科） 

 

Ⅲ-3. 『病理組織学的診断で転移性脳腫瘍が示唆された神経膠腫の１例』 （発表6分、討論2分） 

     室伏 敬介 先生 （順天堂大学医学部 脳神経外科） 

 

Ⅲ-4. 『A germline mutationを併存したNF1の一例』     （発表6分、討論2分） 

我那覇 せら先生 （慶應義塾大学医学部 脳神経外科） 

 

Ⅲ-5. 『Lynch 症候群に合併した中枢神経系原発組織球肉腫の一例』     （発表6分、討論2分） 

小川 貴寛先生 （東京女子医科大学 脳神経外科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

主催：ニューロ・オンコロジィの会 
共催（特別講演）：Meiji Seika ファルマ株式会社 




